
１．通過交通の計算プロセス

(1)通過交通の計算方法

・東京２３区の通過交通の計算は、各道路の走行量を推計し、２３区の区部内々、区部と他の

　地域を行き来する交通、区部を通過する交通に区分して集計を行います。

・走行量の計算は、道路交通センサス（現況ＯＤ）結果を基に、ＯＤ交通量を５分割し、その

　ＯＤ交通量が最短時間経路となる道路へ配分する分割配分手法を用いて行います。

(2)走行量の計算プロセス

　 配分計算のための基本条件の整理
・H11現況道路ネットワ－ク

・路線の距離、車線数、速度等
・高速道路の料金

　 各ゾ－ンのＯＤペア毎に、ネット
ワ－ク上の最短時間の経路を計算
し、各ゾーンのＯＤペア毎に交通
量を配分

　 　
　
　
　
　

　分割終了？

各路線を走行する交通量、
平均走行距離を計算

交通量の集計

２３区を通過する交通の抽出
（経路の検索）

各ODﾍﾟｱ間の最短経路の検索

通過交通の走行量

江崎協議員の要望について

分割配分用のOD表

　各ODﾍﾟｱ間の最短経路に配分

ＯＤ表(H11自動車起終点調査)

　　　配分道路網の設定

時間評価値

所要時間の計算

YES

NO

資料－５

伊勢田協議員
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２．「ナンバープレート調査」の調査方法
　外環道（東名高速～関越道間）周辺地域における交通の流動を把握するため、範囲としては南北方
向は目白通りから国道２４６号間、東西方向は環状７号線から環状８号線間の主な路線を対象にナン
バープレート調査を実施した。
　ナンバープレート調査は、対象交差点付近の交差点流入断面において、各方向別に流動する車両の
ナンバープレートを読み取り、各地点でのナンバープレートを照合（マッチング）させることにより把握を
行った。（対象交差点は図－１を参照）
　調査方法は、調査員が調査地点を通過する車両のナンバープレートを目視により読み取り（デープレ
コーダーを用いて読み取り項目を録音する方法）による方法で実施した。
読み取り項目は、「車籍」、「車種」、「プレート番号（下段４桁）」の３項目とした。

　《参考》

　　　調査日　平成１２年１１月２８日（火）７時～１１月２９日（水）７時（２４時間）
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図　　調査範囲

調査範囲

他事例　ﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ調査の様子



３．外環（埼玉区間）の開通による周辺道路の交通の変化

（１）一般国道４６３号（所沢市坂之下）

（２）浦和草加線（草加市花栗）

資料　：　道路交通センサス

外環埼玉県区間の供用年月日
　　和光インターチェンジ～常磐道　　平成４年１１月　　延長：２６．７ｋｍ
　　関越道～和光インターチェンジ　　平成６年　３月　　延長：　２．９ｋｍ

資料　：　道路交通センサス

●

H2センサス
観測箇所（氷川町）
（12,217台/12時間）

●

H11センサス
観測箇所（花栗）
（10,179台／12時間）

平成３年４月バイパス開通

浦和草加線

資料　：　道路交通センサス

センサス
観測箇所

●
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36,502

33,924

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

一般国道４６３号（所沢市坂之下）

52,554

35,209

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

関越道（都県境～新座市間）

53,817

43,119

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

関越道（所沢IC～川越IC）



39,406

41,741

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

環７（練馬区羽沢）

（３）環状７号線

観測データ無し

資料　：　道路交通センサス

足立区椿

北区上十条

練馬区羽沢

足立区梅島

●●

●

●
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40,395

41,058

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

環７（北区上十条）

29,937

26,342

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

環７（足立区椿）

32,483

37,917

交通量（台／１２時間）

平成６年

平成２年

環７（足立区梅島）


